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日意悲しい哉
と嘆くこ とのないよう，諸君の未来は限りなく広大であり，
豊か である と信じます。 たぎるような情熱 と創造的エネル
ギーをもち 自らの未来を展望し， 今後の目標を冷静かつ真
剣に考えてい ただき たい。 これを大学入学に際しての初心
というべきでしょう。 ”初心忘るべからず”の固い決意こそ
大切 で す。 ややも する と大学入学の興奮がさ め， いままで
第189号 （昭和54年4月） ！ の緊張感を失ぃ， 最も 大切な入学の目的， 目標までも失つ
学 長 告 辞
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昭和54年度入学式学長告辞
て虚無感の とりこ となり，脱落していく， いわゆる5月病
にならないよう，心をひきし めてい ただきたい。
いうまでもなく大学はあくまでも研究 と教育の場であり，





要性は， 自由な発想、による先躯的 ，独創 的研究 を 進 めて









エネルギー問題， 環境の保全， 海洋問題， 食糧， 人口問
時はいま桜花畑漫，百花練乱の季節であり．眼を転じて立 11 題， 災害， 難病の研究など人類の生存に とって速かに解明
山連峰を見る とき，白雪鎧々 として， いまなお厳冬の様相
を呈しております。
一方では春風胎蕩 とし た暖かき， 他方 では酷しい寒さ
が続いております。 即ち暖 と寒，陽 と陰， 喜び と悲しみ，
生 と死の全〈相反 するものがそれぞれ相関しながら展開し
ていく宇宙の厳然 たる生命を身近に見るこ とが できるので
す。
現在の諸君も 同様 で す。 苦るしかった受験生活から解放
され主体性をもっ た大学生活に転換 する記念 すべき日 で す。
















のカを信じ， これを発揮 する努力 と根性が必要 であります。
大学はまた人間形成の場であり青年後期の人間形成の仕
上げの とき．であります。 大学における人間形成は先づ学問
研究を とおしてのもので すが， 課外活動による面もまこ と
に 大であります。 スポーツを愛し， 頑健な体を作り上げる
こ とが肝要で、あり，個性を伸ば す た めの 文化活動も意義あ
るこ と で す。
大学の自由は学聞の進歩， 社会の発展のた めに極 めて重
大なもの との認識によるものであって， 自由に対 する責任
- 1 -
昭和54年4月号 学 報 第189号
と自立性がなけね ばならない と存じます。
すべからく健康にして意欲的バイタリテイに富んだ人 聞
を指向してい ただきたい。 青白きインテリー では困難な国
際情勢を乗り切るこ とは不可能でーしよう。 充実した気力，
強靭な体力， 客観的な判断力の養成こそ肝要 と存じます。
諸君は 大学入学にあ たり覚悟を新 たに誤るこ となし片
寄るこ となし はたまた軽率に附和雷同するこ となし富
山大学 学 生 としての誇りをもち， 責任ある行動を とってい





令（文部 8 ) 3 . 3 1 
o国立 大学の学科及び課程並ひ”に講座及び学科
自に関 する省令の一部を改正 する省令（同10) 3 ・3 1




（同15) 4 . 4 
希わくは， 明るく大らかに甘えるこ となく， おびえるこ
となし厳 としてそびえ立つ立山のご とく不動の信念をも
って 大学生活を送られんこ とを期待して学長告辞 といたし
ます。













9 - 6 )  
0俸給の特別調整額の一部を改正する規則（同
9 - 1 7) 
告 示
0大学等の研究 機関における組換えD N A実験
指針を定 める件（文部 42 )
0文部省共済組合運営規則の一部を改正する件
（同58 )
学 内 規 則
富山大学学則の一部改正










富山大学 学則（昭和2 5年 l月2 0日制定）の一部を次のように改正する。
第4 条の経済学部の項中「経営学科」の次に「， 経営法学科」を加える。
第66条第2 項中「4,000円」を「4,500円」に， 「18 ,000円」を「2 4,000円」に改める。
第67条第4項中「4,000円」を「4,500円」に， 「6 ,000円」を「8 ,000円」に改める。
別 表第1 人 文学部の項中「人 文地理学」を














































































































富山大学理学部規則（昭和52年5月 16日制定）の 一 部を次のように改正する。
別表中数学科の 表の関連選択 科目の欄中
「 ｜｜物 性 論 序 説I 2 I I」
「｜｜ 計 I 45 II」
勝次寺本富山大学長
学I 2 II Jを加え，




「｜｜化 学 基 礎 実 験I 1 II J 
r II 生 物 学 基 礎 実 験I i II J 
「｜｜数 値 計 算 法 I 2 





































験I 1 11 J 












「｜分 析 化 学I 2 I II Jを「｜分
「｜分 析 化 学 特 論I I 4 II Jを「｜分
「｜化 学 基 礎 実 験I I i II Jを「｜化






学I 4 I II Jに，
特 論I I 2 II」に，
験I I 1 II Jに，
I so I 3 3  I I」に改め，
「｜｜生 物 学 基 礎 実 験I i II J を 「｜｜生 物 学 実 験I 1 II Jに，
「｜｜一 般 地 質 学 I 2 II 「｜｜地 質 鉱 物 学 I z ｜ 地 球 化 学 I 2 11 を 1地 球 物 理 学 通 論 I z 
地 球 科 学 基礎実験I 1 II」 ｜｜地 質 鉱 物 学 実 験 I 1 II J 
同卒 業に必要な単位数の欄の「専攻必修4 8単位（卒 業 論文i2単位含む），専攻選択 14単位，関連選択 12単位，
























































「 ｜ 化 学 基 礎 実 験 I i 般 地 質 学I 2 
地 球 化 学I 2 11 J 




「 II ：� 学 実質 鉱 物 験I 1 学I 2 
地 球 物 理 学 通 論
を 「｜｜地 質 鉱 物 学 実 験I i I 」に改め
6 I J を 「 2 I Jに改め，
同卒 業に必要な単位数の欄の
「専攻必修 54単位（卒 業 論 文 12単位含む），専攻選択 1 0単位，関連選択 8単位，自由選択 6単位，合計7 8単位」を
「専攻必修58単位（卒 業 論文 12単位含む）専攻選択 8単位，関連選択 10単位，自由選択2単位，合計7 8単位」に改
める。
別表中地球科学科の表を次のように改める。
専 攻 科 目 単 位 数 関 連 選 択 科 目 単位数 自 由 選 択 科 目必｛I妻 選 択
I也 穀 構 1、益旦三 吾�，岡� 2 線 形 代 数 学 2 他学科及び他学部の専門教育
地 球 物 理 Aナ以令 2 数 ｛直 解 析 学 4 科目のうちから選択するもの
鉱 物 品寸aー． 2 物 理 学 基 礎 実 験 1 と する。
岩 石 点寸ふ＇： 2 原 子 物 理 学 序 説 2 ただい 専攻科目の選択 科目
岩 石 成 因 昌日之間、 2 物 ’i 2日ぷ間語、 序 説 2 のうちからも選択する ことが
1也 震 学 2 物 理 実 験 学 2 できる。
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物 理 探 査 法 1 化 学 実 験
地 下 資 i原 1 基 礎 物 理 化 且寸ιー 2 
地 球 物 理 学 実 験 2 基 礎 有 機 f七 酔寸ん- 2 
地 球 物 理 学 通 論 2 分 析 化 学 2 
I也 殻 進 化 A寸おらー 2 無 機 化 学 2 
I也 青3 A寸i ら- 2 生 物 学 実 験 1 
構 1、単旦ユ I也 質 学 2 基 礎 形 宵.J・ 寸点主＇： 2 
第 四 紀 寸,llιー 2 基 礎 生 物 学 2 
古 生 物 学 2 車田 日包 生 物 学 1 
1佐 積 学 2 資 i原 生 物 学 1 
調1] 量 A寸ι- 2 環 境 生 物 寸品＇.： 1 
地 殻 進 化 学 実 験 2 公 害 科 学
I也 官3 I也 質 調 査 2 
地 質 鉱 物 学 実 験 1 
I也 質 鉱 守物 必寸見ー 2 
陸 水 学 2 
水 圏 物 質 代 謝 2 
陸 7.k 化 学 2 
7.k 理 I也 質 学 2 
j毎 i羊 学 2 
水 質 学 2 
7.k 質 分 析 実 験 2 
雪 jj( 物 理 学 4 
雪τoJ: 物 理 � ι 2 
x 中泉 事吉 回目目 学 2 
｜坊 雪 工 学 1 
iiiE 動 学 2 
雪 チij( 学 実 験 2 
5命 文 議 苫�To. ドL 2 
卒 業 号面A岡 文 12 
言十 50 30 目十 3 1  6 
卒業に必要な単位数
専攻必修 50単位 （ 卒業論文12単位含む ） ， 専攻選択 12単位， 関 連選択 10単位， 自由選択 6単位， 合計 78単位
附 則
この規則は， 昭和54年 4 月2 0 日 から施行 し， 昭和53年10 月 1 日 から適用する。
富山大学教育学部附属学校規則の一部改正
富 山 大学教育学部附属学校規則の 一部 を改正する規則 を次のとおり制定する。
昭和54年 4 月2 0 日
富山大学教育学部附属学校規則のー郵を改正する規則
富山大学長 林 勝 次
富 山大学教育学部附属学校規則 （ 昭和41年 1 月 17 日 制定 ） の一部 を次の ように改正する。
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第 8条中
学 部 3 8名 8名 24名
養 護 学 校 中 且寸，ー＿ 部 3 8名
8名 24名
高 等 音日 2 10名 10名 20名
2年 保 育 3 35 名 70名 105名
幼 稚 園 普通学級
3 年 保 育 1 20名 20名 20名
を
学 部 3 8名 8名 24名
養 護 学 校 中 学 音E 3 8名 8名 2.4名
高 等 音E 3 10名 10名 30名
3 歳 児 1 20名 20名 20名
幼 稚 園 普通学級 4 歳 児 2 35名 50名 70名
5 歳 児 2 35名 70名
に改める。
附 則
この規則 は， 昭和54年 4 月 20 日 から施行し， 昭和54年 4 月 1 日 から適用する。
諸 ..0.. Z玄 議
(2）転学科について
仁審議事項〉
( 1) 富 山 大学学則 の一部改正について
(2) 富山 大学教育学部附属学校規則の一部改正について
(3) 富 山大学理学部規則の一部改正について
(4) 富 山 大学名誉教授称号授与について
(5) 学生の除籍について
昭和54�手度第1囲評議会（ 4 月 20 日 ）
ζ報告事項〉
( 1) 昭和54年度富山 大学経済学部入学者選抜試験合格者
の補充について
人 事 異 動
欝 発令年 月 日 氏 名 異動前の 所属官職 異 動 内 旬合ー 任 命権者
54. 4 .  1 秋 山 進 午 教授（人文学部） 文 部 大臣
II 和 崎 洋 一 II II ” 
II 赤 阪 賢 助教授 （ II II 
II 渡 漫 ｛言 講師（教育学部） 富山 大学長
EU 
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54. 4 . 1 佐 藤 文 隆 助 手 （ 経済学部） 富 山大学長
II 後 藤 康 夫 II II II 
II 正 亀 芳 造 II II II 
II i幸 野 雅 彦 II II II 
II 竹 内 章 II （理学部） II 
II 岩 本 光 悦 助教授 （教養部） 文 部 大臣
II 三 原 健 一 講師 （ 富 山 大学長
II 佐 藤 良 一 II （経営短期 大学部） 富短期山大大学学部経学営長
II 笹 川 勇 教頭 （ 教育学部附属小学校） 文 部 大臣
II 杉 本 豊 一 教諭 （ II II 富山大学長
II 大 沢 保 II II 附属 中学校） II  
II 三 国 信 孝 II II II II 
II 米 国 淳 一 II II II II 
II 三ツ井 目表 II II 附属養護学校） II 
II  館 森 照 明 II II II II 
II 天 坂 豊 II II II II 
II 西 藤 光 美 II II II II 
採用 II 林 正 利 II ” II II 
II 立 野 弓 月 II II II II 
II 森 輝 子 II ” II II 
II 中 島 美 恵 II II 附属幼稚園） II 
II 向 川 政 彦 文部事務官 （ 人文学部・理学部） II 
II 新 井 J告 II （ 教育学部） II 
II 土 木 祐 一 II II II 
II 古 川 泰 弘 II （ 経済学部） II 
II 林 茂 美 II （工学部） II 
II 福 田 豊 II （ 教養部） II 
II 笹 岡 博 史 II II II 
II 田 中 正 博 II （ 経営短 期大学部） 宮期山大大学学部経学営長
II 波 多 宣 子 文部技官 （理学部） 富 山大学長
II 高 橋 春 男 用務員 （経済学部作業員） II 
II 見 村 敏 子 臨時用務員 （ 厚生課作業員） II 
II 古 本 清 美 事務補佐員 （ 教育学部） II 
II 山 崎 みのり 臨時用務員 （ II 作業員） ” 
II 増 山 照 夫 技能補佐員 （ II 農夫） ” 
II 山 本 辰 美 事務補佐員 （工学部） II 
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54 4 1 吉 田 勝
II 村 雲 俊 美
II 山 口 典 子
II 山 本 順 子
II 浦 真理子
54 4 9 大 野 教 山
II 山 西 圭 造
54. 4 1 1  黒 田 智 子
54. 4 . 1 6  熊 野 裕 子
II 山 西 潤 ー
II 藤 木 禰三郎
II 竹 森 義 雄
任
臨時的
用 54. 4. 21 奥 田 トミヰ
54. 4 . 1 石 田 安 弘
助教授（東京医科歯科 大学教養部）
II 夫 馬 進 助手（京都大学人文科学研究所）
II 和 田 晴 吾 II II 文学部）
II 水 谷 義 彦 助教授（名古屋 大学理学部）
II 山 淵 龍 夫 助手 （工学部）
II 穴 回 博 II II 
II 手 塚 昌 郷 助教授 （教養部）
II 木 越 治 講師 （ II 
II 山 本 孝 一 II II 
II 小 林 久春雄 II II 
昇任 II 森 克 徳 助手 （理学部）
,, 北 川 功 二 大学局大学課国立大学第一係長
II 本 田 俊 一 北海 道 大学厚生課長
I I  鬼 i峯 三 郎 管理局福利課年金係長
II 田 中 昇 附属図書館総務係長
II 永 森 俊 夫 庶手結E庶務課学事調査係長
II 杉 林 昭 子 教養部学生係学生主任
II 井 城 小三郎 経理部主計課樹若係共済組合主任
II 桶 喜 一 文部事務官 （経理部主計課）
” 江 藤 憲 和 文部事務官（教育学部）
54. 4 . 16 i度 遁 英 二 助教授 （ 教育学部）
II 中 谷 唯 一 助 教授 （ II 




事務補佐員 （ II 
II II 
II （ 附属図書館）






II （ 附属図書館 ）
II II 
養護教諭（教育学 部附属養護 学校） （期間－�t i. 2n 
教授 （ 人文学部）




















教授 （ II 
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54 4 . 16 横 山 泰 行 講師 （教育学 部 ） 助教授 （ 教育学部） 文部 大臣
II 大 野 正 道 助手 （ 経済学部） 講師 （経済学部 ） 富 山 大学長
II 八 木 寛 助教授 （工学部） 教授 （工学部） 文部 大臣
II Ill 回 勉 助手 （ II 助教授 （ II II 
II 北 村 潔 和 II （総名古合保屋健大
学体育科学センタ）ー 講師 （ 教養部） 富山 大学長
54. 4 .  1 中 井 昇 助手 （薬学部） 助手 （ 富 山医科薬科大学薬学部 ） 富大山医学科薬科長








係長門学校 庶務部庶務課学事調査係長 富山 大学長
II 高 野 俊 英 文部事務官（経営短期大学部） 経理部経理謀 ” 
II 漬 野 松 男 II II ） 教育学部 II 
II 安 守 数 雄 経営短 期大学部総務係長 附属図書館総務係長 II 
II 鹿 島 光 雄 文部事務官（体登育山研
局修ス所ポー） ツ諜 人文学部 ・ 理学部 II 転任 短富期山大大学学部子経営長II 渡 辺 国 男 経済学部会計係長 経営短 期大学部総務係長
II 三 井 健一郎 文部技官 （薬学部） 富 山医科薬科大学薬学部 大富山医学科薬科長
II 同 木 照 代 II II II II II 
II 尾 島 宏 幸 自動車運転手） 富山医科薬訴状学総務部，)JR、務課自動車運転手 ” 
II 林 清 治 文部事 務官 （ 教育学部 ） 富山工業高等専門学ヰ交学生課学生係学生主任 専富山門工学業校高長等
II 紫 田 淳 II II 体育局スポーツ課登山 研 修 所 文 部大臣
54. 4 .  1 中 村 義 朗 教諭（教育学部附属中学ヰ交 ） 講師 （教育学部 ） 富 山 大学長
II 塩 谷 俊 作 教授（富山工業高等専門学校） 教授 （教養部 ） 文 部 大臣
II 藤 本 喬 雄 助教授 （ 経済学部 ） 助教授 （香川 大学経済学部） II 
II 柳 田 友 道 教J受 （薬学部） 教授 （ 富山 医科薬科大学薬学部） II 
II 長 谷 純 一 II II II II II II 
II 酒 井 立 夫 助教授 （ II 助教授 （ II II II 
II 小 橋 恭 一 II II II II II II 
II 宮 廻 甫 允 助教授 （栓営短 期大学部） 助教授 （鹿児島 大学法文学部 ） II 
II 田 中 重 雄 北海道教育大学庶務部長 庶務部長 II 配置換
II 名 古 正 志 旭川医科大学 業務部施設課長 施設課長 II 
II 重 吉 雅 裕 経理部主計課長 静岡 大学経理部主計課長 II 
II 瀬 川 義 庚 施設課長 富山 医科薬科大学業 務部施設課長 II 
II 川 代 重 富 学生部次長 広島大学学生部次長 II 
II 原 j翠 富 一 厚生課長 群馬大学 入学主幹 II 
II 野 村 信 生 薬学部事 務長 教養部事 務長 II 
II 土 井 盛 治 教養部事 務長 附属 図書館事 務長 II 
II 大 崎 秀 雄 文部事 務官 （教養部） 庶務部庶務課 富山大学長
II 因 子 直 幾 II （庶務部庶務課） 庶務部人事課 II 





5 4. 4 1 長 沢 義 男 学生器開鰍長 学生課入学試験係長 富 山大学長
II 水 口 妙 子 文部事務官（保健管理センタ－I 厚生課 II 
II 山 本 郁 子 文部技官 （厚生課栄養士） 保健管理 セン タ一栄養士 II 
II 山 本 悦 子 文部 事務官 （教育学部） 人文学部 ・ 理学部 II 
II 佐久間 克 明 文部事務官（経済学部 ） II II 
II 前 馬 紫 i章 文部事務官 （工学部 ） II II 
II 中 村 恵 三 文部事務官 （学生課） 教育学部 II 
II 太 田 久 則 文部技官 （厚生課調理士） II 調理士 II 
配置換 II 紫 田 平lj治 文部技官 （工学部 ） 文部事務官 （経済学部） II 
II 谷 口 和 則 文部 事務官（庶務部人事課） 工学部 II  
II 本 音 友 治 文部事務官 （附属図書館 ） 教養部 II 
II 荒 屋 克 子 文部事務官（人文学部・理学部 附属図書館 II 
JI 吉 岡 泰 博 文部技官（工学部 ） 文部事務官 （ 附属図書館 ） II 
II 今 井 稔 人文学部・理学部経理係経理主任 人文学部・理学部 用度係用度主任 II 
II 河 上 孝 文部事務官（経理部 経理課） 経理部主計課 ” 
JI 石 黒 勝 夫 人文学部・ 理学部経理係長 経済学部会計係長 II 
II 竹 下 義 美 学生課教務係教務主任 学生課入学試験係入学試験主任 II 
54. 4 1 本 国 弘 教授 （ 人文学部 ） 教授 （ 文理学部 ） 文 部 大臣
J I  山 村 有文 II II II II II 
II 楠 瀬 勝 II JI II II II 
” 永 田 英 正 II II II II II 
JI 長 沼 忠兵衛 II II II II II 
II 木 下 良 II II II II II 
II 手 崎 政 男 II II II II II 
II 山 口 博 II II II II II 
II 梶 井 �！！； II ” II II II 
併任 II 三 宝 政 美 II II ” II II 
II 平 田 純 ” ” II II II 
II 奥 田 平 八郎 II II II II II 
II 吉 田 i青 II JI II II II 
II 提 山 淑 郎 II II JI II II 
II 藤 井 一 行 II II II II II 
II 中 本 昌 年 助教授 （ II 助教授 （ II II 
II 鎌 田 元 一 II II II II II 
II 岡 本 明 II II II II II 
II 藤 本 幸 夫 II II II II II 
- 10 
昭和54年 4 月 号 学 報 第189号
併任
54. 4 1 北 村 純 一 助教授 （ 人文学部 ） 助教授 （ 文理学 部） 文 部 大臣
If 矢 津 英 一 II II II II II 
II 木 下 喬 講師 （ II 講師 （ II 富山大学長
II 山 崎 幸 雄 II II II II II 
II 佐 藤 進 II II II II II 
II 寺 i孝 典 子 II II II II II 
II 中 村 良 郎 教授 （理学部） 教授 （ II 文 部 大臣
II 北 野 孝 一 II II II II II 
II 風 巻 紀 彦 II II II II II 
II 回 中 専 一郎 II II II II II 
II 斎 藤 好 民 II II II II II 
II 松 本 賢 一 II II II II II 
II 中 川 正 之 II II f’ II II 
II 児 島 毅 II II II II II 
II 高 木 光司郎 II II II II II 
II 竹 内 豊三郎 II II II II II 
II 川 井 清 保 II II II II II 
II 後 藤 克 巳 II II II II II 
II 横 山 泰 II II II II II 
II 川 瀬 義 之 II II II II II 
” 小 黒 千 足 II II II II II 
II 久 保 和 美 II II II II II 
II 小 林 貞 作 II II II II II 
II 堀 令 司 II II II II II 
II 広 岡 公 夫 II II II II II 
II 堀 越 叡 II II II II II 
II 1度 泡 義 之 助教授 （ II 助教授 （ II II 
II 鈴 木 正 昭 II II II II ’l 
II 中 国 三 郎 II II II II II 
II 近 堂 和 郎 ” II II II II 
II 平 山 実 II II II II II 
II 阿 部 俊 夫 II II II II II 
II 常 川 省 三 円 II II II II 
II 安 田 祐 介 II II II II II 
II 金 坂 績 II II II II II 
II 尾 島 十 郎 II II ” II II 
噌－A守EA
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54. 4 .  1 鳴 橋 直 弘 助教授 （理学 部 ） 助教授 （文理学 部 ） 文 部 大臣
II 井 上 号L II II II II II 
II 菅 井 道 三 II II II II II 
II 川 崎 一 郎 II II II II II 
” 日下 部 実 II II II II II 
II 松 本 勝 講師 （ II 講師 （ II 富山大学 長
II 回 口 茂 II II II II II 
II 道 端 事量 II II II II ” 
II 東 川 和 夫 助 手 （ II 助 手 （ II II 
II 水 野 透 II II II II II 
II 菅 谷 孝 II II II II II 
II 守年 有 一 II II II II II 
II j賓 本 伸 治 II II II II II 
II Jll 田 邦 夫 II II II ’i II 
II 高 安 車己 II II II II II 
II 金 森 寛 II II II II II 
II 東 軒 克 夫 ” II II II ” 
併任 II 南 部 陸 II II II II II 
II 山 口 晴 司 II II ” II II 
II 笹 山 雄 一 ” II II II II 
II 野 口 宗 憲 II II ” II II 
II 増 田 恭次郎 II II II II II 
II 嶋 作 恭 子
教諭（教育学部附属養護学校） 附属養護学 校中学 部主事 （ 併任解除 ） II 
II 佐 藤 日出信 II 附属養護学 校高等部主事 （ 併任解除 ） II 
II 経 塚 嘉 一 II 附属養護学 校小学 部主事 II 
II 山 下 清 士 II 附属養護学 校中学 部主事 II 
II 林 静 生 II 附属養護学 校高等部主事 II 
54. 4. 2 鶴 木 利 雄 教授（教 育学 部） 教育学 部附属 中学 校長（期間 竺 4 .  2 i) 55. 3 . 3 文 部 大臣
II 大 井 信 一 II （工学 部 ） 評議員 （ 併任解除 ） II 
II 三 上 房 男 II II 評議員 （ 期間54 4 2～54. 5 . 31) II 
II 大 井 信 一 II II 工学 部長 （ 期間54. 4 .  2～56. 4. 1 II 
II II II ” 評議員 （ 期間 II II II 
II 瀧 i 畢 弘 II （教養部 ） （ 期間54 4 .  2～54. 4 . 24) II 
54. 4 . 25 河 野 昭 一 II II II （ 期間54 . 4 . 25～56. 4 24) II 
II 瀧 津 弘 II II II （ 期間54. 4 . 25～56. 4 . 24) I I  
称公附の加名 54. 4. 1 笹 川 勇 教頭（教育学部附属小学校） 教育学 部附属小学 校副 校長 文 部 大臣
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54. 4 . 1 木 村 寅 技能補佐員（施設課汽かん士） 昭和54年 3 月 31 日 限 り 退職 富山 大学長
II 松 下 イ 臨時用務員（教育学部作業員） II II 
II 永 川 智 子 事務補佐員 （薬学部） II II 
II 示 森 加代子 II （ 工学 部 ） II II 
II 三 浦 民 雄 II （ 教養部） II ” 











退職 54. 4 .  2 山 日 政 則 教授 （ 教育学部 ） 昭和54年 4 月 1 日 限 り 停年によ り 退職 文 部 大 臣
II 小 沢 慎一郎 II II II .// 
II 室 町 繁 雄 II （工学 部 ） II II 
II 加 藤 正 II II II II 
II 柿 同 時 正 II （ 教養部） II II 
II 片 山 龍 成 II II II II 









昭和54年 4 月 10日 限 り 退職 富山 大学 長
II 福 村 義 範 II （教養部作業員） II II 
54 4 1 田 畑 稔 助教授 （教養部 ） 辞職 を承認 文 部 大臣
II 坂 本 正次郎 庶務部長 II II 
II 泉 田 利 享 附属図書館事務長 II II 
II 鏑 木 隆 二 人文学部・理学部事務長補佐 II II 
II 民 谷 川貢 治 教育学 部事務長補佐 II II 
辞職 II 大 野 教 山 文 部事務官 （ 教養部 ） ” 富山大学長
” 御 福 富 子 文 部事務官 （ 教育学 部） II II 
II 守 田 保 盛 文 部技官 （ II 農夫 ） II II 
II 松 下 て る II ( II 調理員 ） II II 
II 大 西 圭 造 文部事務官（経済学部作業員長） II II 
54. 4 . 30 片 山 良 一 技能補佐員（教育学部農夫） II II 
学 内 諸 報
名誉教授
山 口 政 則
東京文理科大学生物学科卒業
理学士名誉教授の称号授与
昭和54年4 月 停年 退職された次の方々に対し， 昭和53年
4 月 20 日 付けで富山 大学 名誉教授の称号が贈られた。 昭和21年 9 月 富 山 師範学校助教授， 同24年 6 月 兼富山 大
勺a
昭和5 4年 4月号 学
学講師， 同25年 4 月 兼富山大学助教授， 同26年3 月 富山大
学助教授， 同 45 年 3月富 山大学教授 （教育学部 ） となり，
32年有余の 永 き にわたり， 終始熱心に学生の教育指導に専
念された。 この間 2 年 2 月 本学の評議員 として管理運営に







小 沢 慎 一 郎
東京音楽学校甲種師範科卒業
昭和20年5 月 富山師範学校助教授， 同24年 6月兼富山大
学助教授， 同26 年 3月富山大学助教授， 同47年 4月富山大
学教授 （教育学部）となリ， 34年間の永き にわたり終始熱




本語の性質について－,r美しい ”ことば” 音の作成 に関す
る研究」その他多数発表し， 音楽教育の場て、具体的に活す
ことの で き る方法の確立 をめざしており， 音楽教育学会で
高く評価される。
名誉教授
室 町 繁 雄
旅）I慎工科大学冶金科卒業
工学博士
昭和26 年11月富 山 大学教授 に就任以来27年余りの 永 き に
わたり熱心に教育研究に従事された。 昭和44年以降は工学
部長， 評議員 として本学の 管理運営 に寄与された。
一方金属加工学の教授として主として連続鋳造に関する
研究で， アルミニウム関係， マグネ シウム関係， 塑性加工
関 係等の論文 を60編以上発表し， その間軽金属論文賞， 日
本伸銅協会技術論文賞等 を受賞しており， 特に富山県が全
固有数のアルミニウム工業県となった原動力 としての功績







昭和21年 4月高岡工業専門学校講師， 同 22年 4月同 校教
授， 伺 25 年 4月富山大学助教授， 同 31年6 月 間学教授とな
り， 33年余りの永き にわたり熱心に教育研究 に従事きれた。
この間評議員， 富 山大学附属図書館工学部分館長として本
学の 管理運営 に寄与された。
一方専門分野の ねじの製作， 測定に関する研究 を 主体に
近年はレーザ一光 を用いた光学計調1］に関する研究にも意欲
を もやし， これらの広い視野に基づく研究成 果は学界並び
に業界からも高〈評価され貢献するところが多い。
名誉教授




教授， 同25 年 1 1月兼富 山大学助教授， 同26 年 3月富 山大学
助教授 （文理学部 ） ， 同4 2年 4 月 教養部に配置換， 同 年 9
月教授となり， 32年の永き にわたり教育・研究に専念され
Tこ』
また， 4期 にわたり評議員 を 兼ね， 本学の 管理運営 に寄
与された。
なお哲学の教授として「カ ン トと7ルクス」の 諸論文 に
見られるように， カ ン トの批判哲学 を 経験的 ・批判的・ 人
間的弁証法の立場と見なす， 新しい独自の 解釈 を提唱し，
カ ン ト研究に多大の貢献 をされた。
名誉教授
片 山 龍 成
東北帝国大学理学部物理学科卒業
理学博士
昭和32年 9月富山 大学教授（文理学部 ） ， 同42年 4月教
養部に配置換となリ， 21年余りの永 き にわたり教育・研究
に専念された。
一方物理学の教授として研究 に従事し， 金属合金の 磁性
- 14一
昭和54年 4 月 号 学 報 第189号
を 理論的 に 研究 き れ， 特 lこ FeAl 合金， NiAl 合金等の パ ン ｜ 論文 も 発表 し， 貢献さ れ た 。
ド に 関す る 研究は有名 で あ リ ， そ の他結晶成長等 に 関 す る ｜ 
海 外 渡 航 者
氏 名 ｜ 所 属 ｜ 官 職 ｜ 渡航の 種類 ｜ 渡 航 先 国 目 的 ｜ 期 間
竹内豊三郎 ｜ 理 学 部 ｜ 教 授 海外研修旅行
金坂 高責 II 助教授 II 
高安 紀 II 助 手 l II 
金森 寛 ｜ II II II 
山口 日青 司 II II II 
手塚 昌郷 教 養 部 教 授 II 
水谷 義彦 ｜ 理 学 部 ｜ 教 授 ｜ II 
堀 令司 ｜ II II II 
武井 勲 ｜ 経済学部 ｜ 助教授 ｜ II 
職 員 消 息
〈新 任 者〉
事 務 局
庶 務 部 長 問 中 重雄
主 計 課 長 北川 功二
施 設 課 長 名 古 正志
学事調査係 長 清水 寛
学 生 部
学生部次長 本田 俊一
54 . 4 . 1 
ア メ リ カ 合衆国 日 米化学会ハ ワ イ 合同会議
54 . 4 7 
II II II 
II II II 
II II II 
II II II 
54 . 4 . 1 
II AC S/CSJ ハ ワ イ 合同会議
54 4 .  8 
54 4 2 
II ｜ 日 米化学会ハ ワ イ 合同年会
54 . 4 .  8 
54 . 4 16 






























54 . 5 5 





ネ ジ メ ン ト 一保険管
｜｜
54 . 4 23 
｜ 理学 1979 ぴ ス ク ・ 7 I 




査研究 54 . 4 .  8 
厚 生 課 長 鬼淳 三郎
人 文 学 部
教 授 和崎 洋一
II 秋山 進午
I I  石田 安弘
助 教 授 赤坂 賢
講 師 夫馬 進
II 和 田 晴吾
人文学部・理学部
文部事務官 鹿島 光雄
II 向 川 政彦
教 育 学 鶴
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講 師 j度漫 教 授 塩谷 俊作
助 教 授 岩本 光悦
教 頭 笹川 勇 議 師 三原 健一
教 諭 杉本 豊一
II 大津 保 II 北村 潔和
II 三国 信孝
II 米国 淳一 文部事務官 福 回 豊
II 三 ツ 井 譲 II 笹岡 博史
II 西藤 光美 事務補佐員 村雲 俊美
II 天坂 豊 II 山 口 典子
II 館森 照明 教務補佐員 吉 田 勝
II 林 正利 経営短期 大 学 部
II 立野 弓 月 議 師 佐藤 良一
II 森 輝子
II 中 島 美恵 文部事務官 田 中 正博
文部事務官 新井 治 事務補佐員 浦 箕理子
〈住所変更〉
II  上木 裕一 事 務 局
技能補佐員 増山 照夫 経 理 課 長 金津 正一
事務補佐員 古本 清美
臨時用務員 山崎み の り 教 育 学 部
経 済 学 部 教 授 鶴木 利雄
助 手 佐藤 文隆 経 済 学 部
助 教 授 出井 文男
II 後藤 康夫
理 学 部
II i峯野 雅彦 教 授 高木光司郎
エ 学 部
II 正亀 芳造 助 教 授 五嶋 孝仁
” 熊野 裕子 講 師 畠 山 豊正
文部事務官 古川｜ 泰弘 教 養 部
助 教 授 奥原 F子ムー・
用 務 員 高橋 春男 附属 図書館
理 学 部 事務補佐員 山本 順子
教 授 水谷 義彦 II 中 村 ゆ き え
助 手 竹内 章
文 部 技 官 波多 宣子
工 学 部
文部事務官 林 茂美
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長協議会 （於 福井大学）
6 日 附属小学校第 1 学期始業式
7 日 附属 中学校第 l 学期始業式
附属幼稚園 第 1 学期始業式
附属小学校入学式
前学期授業開始





4 月 2 日 第 2 回学長候補適任者選定委員会
10 日 昭和54年度入学式 10 日
昭和54年度国立学校施設実態調査説明会 （於 1 1 日
東京青山会館）
昭和54年度学校基本調査説明会 （於 名 古屋大
学 ）
13 日 第 3 回学長候補適任者選定委員会
第 l 回事務協議会
19 日 第 4 回学長候補適任者選定委員会
第55回東海北陸地区国立学校等会計部課長会議
（於 名古屋大学）
20 日 第 1 回評議会
23 日 第 5 回学長候補適任者選定委員 会
24 日 第 2 回事務協議会
26 日 高岡地域大学設置協議会
授業料等減免選考委員会
計算機セ ン タ ー運営委員 会
27 日 第17回構内交通対策委員 会
28 日 第 6 回学長候補適任者選定委員会
第 6 回学長選考管理委員 会
文 理 学 部
4 月 12 日 教授会
24 日 X 線間接撮影
｜ 人 文 学 部 ｜




新任教官 を 間 む教官懇談会
24 日 X線間接撮影
4 月 5 ～ 6 日 昭和54年度春季北陸地区教員養成学部事務













｜ 経 済 学 部 ｜
4 月 9 日 第 l 回教務委員会
第 1 回教授会
1 1 日 新入生オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 及 び健康診断
12 目 前学期授業開始
17 日 日 本海経済研究所運営委員 会 ・ 学部図書運営委
員会合同 会議
18 日 第 1 聞各種委員選考委員会
20 日 X 線間接嫌影
23 日 第 2 回教務委員 会 （ 持 ち 廻 り ）
25 日 第 1 回 人事教授会
第 3 回教務委員 会
第 2 回教授会
28 日 第 1 回学部施設撃備委員 会
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23 日 学科主任会議 12 8 第 l 回教授会
24 日 X 線間接婦影 定期健康診断
25 日 教授会 17 日 財務委員 会
23 日 授業料等減免選考委員 会
工 学 点1 財務委員 会26 日 第 2 回教授会
4 月 7 日 教務委員会












4 月 4 日 教務補導合同委員会
教授会
教授のみの教授会




25 日 教授のみ の教授会
教授会
附 属 図 書 館
4 月 6 日 富 山 県 図書館協会理事会 （ 於 富 山 県立図書館 ）
10 日 図書館オ リ エ ン テ ー シ ョ ン




富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五福 3 1 9 0 
第 一 共 同 印 刷 株 式 会 社
4 月 10 日 入学式 富 山市太郎丸1220- 2 
新入生オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 電 話 ＠ 0 1 9 6 （代）
前学期授業開始
11 日 新入生歓迎会
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